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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第67期
第１四半期
連結累計期間

第68期
第１四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自　平成22年11月21日
至　平成23年２月20日

自　平成23年11月21日
至　平成24年２月20日

自　平成22年11月21日
至　平成23年11月20日

売上高 (百万円) 17,268 18,987 60,769

経常利益 (百万円) 1,865 1,940 3,191

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,147 1,233 1,919

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 1,456 1,598 1,564

純資産額 (百万円) 40,758 41,901 40,573

総資産額 (百万円) 67,161 64,764 64,823

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.98 18.24 28.40

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.9 64.0 61.9

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。　　　　

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第67期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び子会

社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響から緩やかに持ち直しつつ

あるものの、欧州債務危機を背景とする世界経済の減速や、為替レートの動向、デフレの影響、雇用情勢

の悪化などへの懸念もあり、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような経営環境の中で、当社グループは、ミッキーマウス・マーチのメロディーで沸騰をお知ら

せするディズニーのミッキー柄を採用した電気ケトル、蒸気セーブと雑穀米メニューを搭載した小容

量圧力ＩＨ炊飯ジャー、阪神タイガースのロゴマークをデザインしたステンレスマグやステンレス

クールボトルなどの新製品を発売するとともに、既存商品の販売にも注力いたしました。

製品区分別の概況は次のとおりであります。

調理家電製品につきましては、国内においては、羽釜形状の「極め羽釜」を内釜に採用した機種を中

心に圧力ＩＨ炊飯ジャーが好調に推移し、ＩＨ炊飯ジャーも前年実績を上回るなど炊飯ジャー全体の

売上が増加いたしました。また、電気ポットは市場全体の出荷数量が減少する中で、ほぼ前年並みの販

売状況で推移し、電気ケトルは昨年秋の新製品投入効果もあり売上が増加いたしました。電気調理器具

では、グリルなべやホットプレートなどの売上が減少したものの、オーブントースターやホームベーカ

リーが好調に推移し、ＩＨ調理器やコーヒーメーカーなども前年実績を上回りました。

海外においては、炊飯ジャーが北米、台湾で好調に推移したほか、中国市場でも前年に比べて売上が

増加いたしました。また、電気ポットは台湾市場で販売数量が大幅に増加するなど好調に推移いたしま

した。その結果、調理家電製品の売上高は149億73百万円（前年同期比112.1％）となりました。

リビング製品につきましては、国内においては、ステンレスマグ、ステンレスクールボトルの売上が

前年に比べて増加したものの、その他のステンレスボトルは概ね前年実績を下回り、ステンレスボトル

全体の売上はほぼ前年並みにとどまりました。また、ガラスマホービンは国内における市場全体の出荷

数量が増加したこともあり、前年実績を上回りました。
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海外においては、北米市場ではステンレスマグを中心にステンレスボトルは好調に推移したものの、

ステンレスマホービンを使用した大型の業務用コーヒーサーバーやガラスマホービンの売上が減少い

たしました。しかしながら、中国市場では販売数量が大幅に増加したステンレスマグを中心にステンレ

スマホービンが全般的に好調に推移し、台湾市場でもステンレスマグやフードジャーなどの販売数量

が増加いたしました。その結果、リビング製品の売上高は29億60百万円（前年同期比111.0％）となり

ました。

生活家電製品につきましては、加湿器が市場全体の出荷数量減少の影響などもあり前年に比べて売

上が減少し、空気清浄機も低調に推移いたしました。また、食器乾燥器は前年実績を上回りましたが、食

器洗い乾燥機の売上は減少いたしました。その結果、生活家電製品の売上高は７億71百万円（前年同期

比78.1％）となりました。また、その他製品の売上高は２億82百万円（前年同期比110.1％）となりま

した。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、189億87百万円（前年同期比110.0％）となりまし

た。利益につきましては、売上高の増加、円高による海外生産品の原価低減効果はあったものの、国内市

場における販売競争激化に伴う販売価格の下落や海外生産拠点における人件費増加の影響などによる

売上総利益率の低下もあり、営業利益は19億31百万円（前年同期比103.8％）となりました。経常利益

は19億40百万円（前年同期比104.0％）となり、四半期純利益は12億33百万円（前年同期比107.4％）

となりました。

　

所在地別の業績は次のとおりであります。

①日本

圧力ＩＨ炊飯ジャー、電気ケトルの売上が好調に推移したことにより、売上高は148億５百万円（前

年同期比106.3％）となりました。営業利益は海外生産拠点における人件費の増加等の影響により、10

億76百万円（前年同期比88.6％）となりました。

②アジア

アジア市場全体でステンレスマグ、炊飯ジャー、電気ポットの販売が好調に推移したことにより、売

上高は29億34百万円（前年同期比139.8％）、営業利益は７億59百万円（前年同期比182.7％）となり

ました。

③北米

炊飯ジャー、ステンレスマグの販売が好調に推移したものの、業務用コーヒーサーバーが低調に推移

したことにより、売上高は12億47百万円（前年同期比100.4％）、営業利益は１億６百万円（前年同期

比98.8％）となりました。
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（参考情報）

・所在地別業績

前第１四半期連結累計期間(自  平成 22年 11月 21日  至  平成 23年 ２月 20日)

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 日本 アジア 北米 計 その他 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,926 2,098 1,243 17,268 － 17,268

  所在地間の内部売上高
  又は振替高

1,654 1,775 0 3,430△3,430 －

計 15,581 3,873 1,243 20,698△3,430 17,268

営業利益 1,215 415 107 1,738 121 1,860

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成 23年 11月 21日  至  平成 24年 ２月 20日)

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 日本 アジア 北米 計 その他 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 14,805 2,934 1,247 18,987 － 18,987

  所在地間の内部売上高
  又は振替高

1,275 1,808 25 3,110△3,110 －

計 16,080 4,743 1,273 22,097△3,110 18,987

営業利益 1,076 759 106 1,941 △10 1,931

　

・海外売上高

前第１四半期連結累計期間(自  平成　22年 11月 21日  至  平成 23年 ２月 20日)

　 アジア 北米 欧州 中近東 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,325 1,216 49 55 37 3,683

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 　 　 　 17,268

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

13.5 7.0 0.3 0.3 0.2 21.3

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成　23年 11月 21日  至  平成 24年 ２月 20日)

　 アジア 北米 欧州 中近東 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 3,178 1,234 47 150 11 4,622

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 　 　 　 18,987

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

16.7 6.5 0.2 0.8 0.1 24.3
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が58百万円減少し、負

債が13億87百万円減少しました。また、純資産は13億28百万円増加いたしました。その結果、自己資本比

率は2.1ポイント増加し64.0％となりました。

総資産の減少58百万円は、流動資産の増加２億68百万円及び固定資産の減少３億27百万円によるも

のであります。

流動資産の増加２億68百万円の主なものは、現金及び預金の増加５億56百万円、受取手形及び売掛金

の増加10億42百万円、商品及び製品の減少７億37百万円、繰延税金資産の減少３億20百万円でありま

す。また、固定資産の減少３億27百万円の主なものは、建物及び構築物（純額)の減少79百万円、リース

資産（純額）の減少１億20百万円、投資有価証券の減少61百万円であります。

負債の減少13億87百万円は、流動負債の減少12億29百万円及び固定負債の減少１億57百万円による

ものであります。

流動負債の減少12億29百万円の主なものは、未払法人税等の減少５億45百万円、賞与引当金の減少５

億65百万円であります。また、固定負債の減少１億57百万円の主なものは、退職給付引当金の増加97百

万円、固定負債のその他の減少２億54百万円であります。

純資産の増加13億28百万円の主なものは、四半期純利益の計上12億33百万円、剰余金の配当の支払２

億70百万円、その他有価証券評価差額金の増加１億81百万円であります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は83百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年２月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年４月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 72,600,00072,600,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 72,600,00072,600,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年11月21日～
平成24年２月20日

― 72,600,000 ― 4,022 ― 4,069

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

直前の基準日である平成23年11月20日現在の株主名簿に基づき記載しております。

① 【発行済株式】

平成23年11月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

5,003,000
― ―

(相互保有株式)
普通株式 195,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

67,109,000
67,109 ―

単元未満株式 普通株式 293,000
　

― ―

発行済株式総数 72,600,000― ―

総株主の議決権 ― 67,109 ―

(注)　単元未満株式のうち自己株式等に該当する株式数は次のとおりであります。

自己株式 743株

旭菱倉庫株式会社 310株

　

② 【自己株式等】

平成23年11月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

象印マホービン株式会社
大阪市北区天満１丁目20番
５号

5,003,000 ─ 5,003,000 6.89

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

旭菱倉庫株式会社
大阪府大東市御領２丁目４
番１号

─ 195,000195,000 0.26

計 ― 5,003,000195,0005,198,000 7.15

(注) １　「他人名義所有株式数」欄に記載しております旭菱倉庫株式会社の株式の名義人は、「象印共栄持株会」(大

阪市北区天満１丁目20番５号)であり、同会名義の株式のうち、同社の持分残高(195,310株)の単元部分を記載

しております。

２　他人名義で所有している理由等

所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

加入持株会における共有持分数 象印共栄持株会 大阪市北区天満１丁目20番５号

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年11月21日

から平成24年２月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年11月21日から平成24年２月20日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年11月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,593 12,150

受取手形及び売掛金 ※1
 12,007 13,049

有価証券 100 100

商品及び製品 12,402 11,664

仕掛品 219 237

原材料及び貯蔵品 1,072 1,089

繰延税金資産 1,876 1,555

その他 1,792 1,492

貸倒引当金 △22 △29

流動資産合計 41,042 41,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,337 16,336

減価償却累計額 △12,323 △12,401

建物及び構築物（純額） 4,014 3,935

機械装置及び運搬具 3,418 3,397

減価償却累計額 △2,693 △2,724

機械装置及び運搬具（純額） 725 672

工具、器具及び備品 3,526 3,608

減価償却累計額 △2,900 △2,933

工具、器具及び備品（純額） 625 675

土地 8,775 8,775

リース資産 1,543 1,485

減価償却累計額 △872 △934

リース資産（純額） 671 551

建設仮勘定 1 4

有形固定資産合計 14,814 14,613

無形固定資産

のれん 59 50

ソフトウエア 371 353

その他 106 106

無形固定資産合計 536 510

投資その他の資産

投資有価証券 5,658 5,597

繰延税金資産 1,698 1,662

その他 1,088 1,083

貸倒引当金 △15 △14

投資その他の資産合計 8,430 8,329

固定資産合計 23,780 23,453

資産合計 64,823 64,764
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年11月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 6,662 6,291

短期借入金 273 331

未払費用 4,179 4,350

未払法人税等 1,015 469

賞与引当金 1,049 484

その他 ※1
 1,354 1,377

流動負債合計 14,535 13,305

固定負債

長期借入金 3,000 3,000

繰延税金負債 9 9

退職給付引当金 5,545 5,643

その他 1,159 904

固定負債合計 9,714 9,557

負債合計 24,249 22,862

純資産の部

株主資本

資本金 4,022 4,022

資本剰余金 4,163 4,163

利益剰余金 34,110 35,073

自己株式 △951 △951

株主資本合計 41,344 42,307

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 862 1,044

繰延ヘッジ損益 △340 △215

為替換算調整勘定 △1,737 △1,685

その他の包括利益累計額合計 △1,215 △857

少数株主持分 444 451

純資産合計 40,573 41,901

負債純資産合計 64,823 64,764
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年11月21日
　至 平成23年２月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年11月21日
　至 平成24年２月20日)

売上高 17,268 18,987

売上原価 11,266 12,734

売上総利益 6,001 6,252

販売費及び一般管理費 4,141 4,321

営業利益 1,860 1,931

営業外収益

受取利息 7 8

受取配当金 16 16

持分法による投資利益 69 3

為替差益 － 57

受取賃貸料 51 48

その他 54 46

営業外収益合計 198 180

営業外費用

支払利息 21 19

売上割引 109 124

為替差損 37 －

その他 23 26

営業外費用合計 192 170

経常利益 1,865 1,940

特別利益

固定資産売却益 － 2

その他 4 －

特別利益合計 4 2

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 23 7

ゴルフ会員権評価損 0 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 19 －

特別損失合計 43 8

税金等調整前四半期純利益 1,827 1,935

法人税、住民税及び事業税 504 385

法人税等調整額 138 301

法人税等合計 643 686

少数株主損益調整前四半期純利益 1,183 1,248

少数株主利益 35 14

四半期純利益 1,147 1,233
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年11月21日
　至 平成23年２月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年11月21日
　至 平成24年２月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,183 1,248

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 255 181

繰延ヘッジ損益 39 124

為替換算調整勘定 △4 47

持分法適用会社に対する持分相当額 △17 △3

その他の包括利益合計 273 350

四半期包括利益 1,456 1,598

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,415 1,591

少数株主に係る四半期包括利益 41 6
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年11月21日　至　平成24年２月20日)

該当事項はありません。

　
　
【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年11月21日  至  平成24年２月20日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 
　
　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度

(平成23年11月20日)

当第１四半期連結会計期間

(平成24年２月20日)

※１　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日
をもって決済処理しております。
　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休業日で
あったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含ま
れております。

受取手形 41百万円

支払手形 211百万円

その他(流動負債) 4百万円
　

――――
 
 
 
 

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１
四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額
及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年11月21日
至　平成23年２月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年11月21日
至　平成24年２月20日)

　
減価償却費 333百万円

のれんの償却額 8百万円

負ののれんの償却額 3百万円
　

　
減価償却費 396百万円

のれんの償却額 8百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年11月21日  至  平成23年２月20日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月17日
定時株主総会

普通株式 202 3.00平成22年11月20日 平成23年２月18日 利益剰余金

　
２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成23年11月21日  至  平成24年２月20日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月16日
定時株主総会

普通株式 270 4.00平成23年11月20日 平成24年２月17日 利益剰余金

　
２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年11月21日　至　平成23年２月20日)及び当第１四半期連結累計期

間(自　平成23年11月21日　至　平成24年２月20日)

当社グループは、家庭用品等の製造、販売ならびに、これらの付随業務を営んでおりますが、家庭用品以

外の事業の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年11月21日
至  平成23年２月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年11月21日
至  平成24年２月20日)

１株当たり四半期純利益金額 16円98銭 18円24銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,147 1,233

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,147 1,233

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,598 67,596

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

　

(重要な後発事象)

　　当第１四半期連結累計期間(自　平成23年11月21日　至　平成24年２月20日)

当社は、確定給付企業年金法の施行に伴い、厚生年金基金の代行部分について、平成24年３月１日に

厚生労働大臣から過去分返上の認可を受けております。これに伴い、当社は「退職給付会計に関する実

務指針（中間報告）」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第13号）第44－２項を適用し、代行

部分の過去分返上認可の日において、代行部分にかかる退職給付債務の消滅及びこれに伴う損益を認

識いたします。当該損益は、平成24年11月期第２四半期連結会計期間に代行返上益として特別利益に計

上する予定でありますが、実際の計上額については現在集計中であります。なお、当社では平成24年３

月１日付で、従来の制度である厚生年金基金制度から、新制度となる確定給付企業年金制度へ移行して

おります。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年４月５日

象印マホービン株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渡    沼    照    夫    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    榎    本    　    浩    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている象印
マホービン株式会社の平成23年11月21日から平成24年11月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成23年11月21日から平成24年２月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年11月21日から平成
24年２月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、象印マホービン株式会社及び連結子会社の平
成24年２月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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